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ＩＣＴ機器重点配備校 1 年目の実践

～子供たちが目を丸くする授業を求めて～

仙台市立宮城野小学校

抄録 本校では，子供たちの学力向上を目指し，高学年教科担任制や特別支援教育の充実に努めている。

今年度，「指導手法改善のための ICT 機器重点配備モデル校」の指定を受けた。そこで,ICT 機器を活用し

て,子供たちの興味を引きつけ,目を丸くする授業を目指し,学力向上の一助となるように全校で実践を積み

重ねた。その結果,授業の導入,展開,まとめ等で ICT 機器を活用して効果的な授業の組み立て方を行うこと

ができた。また,教員の ICT 機器のスキルも向上した。ただ,ICT 機器を生かす場面と黒板やノート等の今ま

での道具の使い分けの必要性が課題として見えてきた。

キーワード □ICT 機器 □子供たちが目を丸くする授業

Ⅰ はじめに

1 主題設定の理由

これまでの,「教育の情報化」等の施策により,高速インターネットの接続やコンピュータ教室，校内ＬＡ

Ｎの整備等学校の ICT 化が進んでいる。また，本校では，この夏から教員一人について 1 台のコンピュー

タの整備が行われた。今後は，整備されたこれらの ICT 環境をどのように使うかという質の問題が注目さ

れている。

本校では，子供たちの学力向上のために，高学年教科担任制，特別支援教育の個別学習の導入，ティーム

ティーチングや少人数指導の充実を行ってきた。しかし，校内体制等からの学力向上は図ってきたが，教員

個々の授業への取り組みについては，不十分な部分があった。

ICT 機器は，わかりやすく見せたり，意欲付けをしたり，疑問に思うことをみんなに見せて，話し合う

材料にしたりと，子供たちを集中させ，普段の授業ではなかなか提示できないことを可能にする便利な道具

である。

以上のことから，ICT 機器を活用して，子供たちが目を丸くする授業を求めて，教員ひとりひとりの授

業力の向上を図るとともに，子供たちの学力の向上の一助になることを目指して，本主題を設定した。

２ 研究の基本的な考え方

(1)「ICT 機器」

プロジェクター, 電子黒板,スクリーン,デジタルカメラ,実物投影機等,コンピュータに接続可能な機

機器ととらえる。

(2)「子供たちが目を丸くする授業」

わかりやすく見せたり,意欲付けをしたり,疑問に思うことを提示して話し合わせたりの活動を通して,

子供たちが集中して取り組んでいる授業ととらえる。
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Ⅱ 研究のねらい

ICT 機器を活用して，学力向上の一助となるように，子供たちの目を丸くする授業に取り組む。

Ⅲ 研究の方法

（１）ICT 教材機器の環境整備にあたる。

（２）ICT 活用のねらいを再確認し，授業実践を積み重ねる。

（３）学校 Web ページで 実践を公開し,保護者からの声も生かす。

Ⅳ 研究の内容

1 ICT 機器の環境整備の工夫について

（1）教員の共通理解を図る。

「校内デジタルかっ!」のおたよりを通して，ICT 機器のスキルを図った。

（2）ICT 機器を活用した単元を研究する。

「光村国語デジタル教科書」を使って，学年ごとに教材研究をする。
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2 ICT 機器の授業実践の工夫について

（1）平成 21 年度文部科学省委託「デジタルテレビ等を活用した先端的教育・学習に関する調査研

究事業」実践授業を行った

（2）実践活動内容について
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実践活動内容（9 月以降）

1 年生 「おおきなかぶ」「じどう車くらべ」「新出漢字の読み方・書き方・筆順」（国語：

光村国語デジタル教科書（以下光デジ））

初任者研修（算数：自作教材（以下自材））

2 年生 「サンゴの海の生き物たち」「お手紙」（国語：光デジ）

「新しい計算を考えよう」（算数：自材）

3 年生 「キリン」「ちいちゃんのかげおくり」（国語：光デジ）

「人びとのくらしとわたしたちのくらし」（社会：東京書籍デジタル掛図（以下

東デジ））

「じしゃくにつけよう」（理科：東デジ）

4 年生 「一つの花」「アップとルーズで伝える」（国語：光デジ）

「角の大きさの表わし方を調べよう」（算数：自材）

「きょう土につたわるねがい」「わたしたちの県」（社会：東デジ）

「もののかさと力」「もののかさと温度」（理科：東デジ）

5 年生 「ごみ問題ってなあに」「方言と共通語」（国語：光デジ）

「わたしたちの生活と工業生産」（社会：NHK デジタル教材（以下 N デジ），東デ

ジ）

「台風と天気の変化」（理科：N デジ）

「流れる水のはたらき」（理科：東デジ）

「英語ノート」（総合：英語ノート付録 CD（以下英ノ）

6 年生 「みんなで生きる町」「多くの人が使えるように」「平和のとりでを築く」（国語：

光デジ）

「江戸の文化をつくりあげた人々」「明治維新をつくりあげた人々」（社会：N デ

ジ，東デジ）

「植物のからだのはたらき」「生き物のくらしとかんきょう」「大地のつくりと変

化」（理科：N デジ，東デジ，自材）

「英語ノート」（総合：英ノ）

そ の 他

の

教 育 活

動

道徳（情報モラル教材「春野家ケータイ物語」「ジャストスマイル４」

朝会（校長先生の話，今月の生活目標）

学習発表会（プログラム），児童会活動（若萩祭り）等

（3）実践授業

朝

会

初

任

研

出

前

授

業
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3 保護者からの声を生かす工夫について

（1）教科担任制や ICT 機器を使った授業に関心が高いため，改善を重ね実践していく。

（2）どんな学習をしているのか関心が高いため，今後も ICT 機器を使った授業を展開していく。

Ⅴ 研究のまとめ

１ 研究の成果

・画像や映像が，子供たちの視覚や聴覚を刺激し，感覚を養うことにもつながっている。

・デジタルテレビに直接書き込むことにより，自分の考えや思いをより具体化し，伝えるため

のツールになった。

・教員の ICT 機器活用の関心が高まり，より効果的な授業を求めるようになった。

２ 研究の課題

・授業の中で，ICT 機器を効果的に生かす場面と今までの黒板やノートを生かす場面の使い分け

を継続して検討していく必要がある。

・ICT 機器の活用が，どの単元のどの場面で，より学習効果が上がるか今後も実践を積み重ねて

いく必要性を感じた。

・ICT 機器を使って，さらに多くの自作教材等の開発や発掘が必要である。

最後に，多くの授業実践を積み重ねたことにより，教員の ICT 機器のスキルも上がり，平成 21

年度 ICT 機器重点配備校 1 年目の実践を踏まえ，今後の教育活動実践を繰り返し，改善を図って

いきたい。


